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Wマテオ・リッチ（左）と徐
じょ

光
こう

啓
けい

　明
ミン

末の官
かん

僚
りょう

徐光啓はキリス
ト教の洗

せん

礼
れい

を受け，暦学や数学などの修
しゅう

得
とく

・導入につとめた。

インド洋をめぐる世界

　インド洋は，アフリカ東岸からマレー半島まで東
西の距離で１万km以上の大海である。夏

か

季
き

には南
西から，冬

とう

季
き

には北東からモンスーン（季
き

節
せつ

風
ふう

）が吹
き，これを利用して，古代から船を交通手段として
人とものが往来し，一つの世界が形づくられてきた。
　紀元前2000年には，栽培種のバナナが東南アジ
アからアフリカに伝

でん

播
ぱ

し，前８世紀ごろにはイエメ
ンのサバ王国などが南アラビア産の香

こう

辛
しん

料
りょう

の貿易に
よって繁

はん

栄
えい

した。１世紀の『エリュトゥラー海
かい

案
あん

内
ない

記
き

』には，ギリシア人ヒッパロスがモンスーンを発
見したとあるが，それ以前から，アラブ人，ペルシ
ア人，インド人は星やモンスーンや海流の知識を使
った航

こう

海
かい

技術を発展させていた。
　８世紀にアッバース朝が成立し拡大すると，ペル
シア湾

わん

からインド洋をへて中国南部にいたる航路が
開
かい

拓
たく

され，広
こう

州
しゅう

をはじめとする港町には，アラブ人
やペルシア人などの居

きょ

留
りゅう

地
ち

が生まれた。彼らは，１
本のマストに三角形の帆

ほ

をはり，側板をヤシの縄
なわ

で
縫
ぬ

ったダウとよばれる独
どく

特
とく

の船を用いていた。13
世紀にマルコ・ポーロは，このような小型船がイン
ド洋航海に使われていることを伝えている。

　12世紀以降には，中国の商船が陶
とう

磁
じ

器
き

を積んで，
東南アジアやインド西海岸まで進出し，香辛料やサ
ンゴや象

ぞう

牙
げ

などの産物をもち帰った。彼らの使用す
る船は３，４本のマストに四角の帆をはったジャン
クとよばれる大型の船で，羅

ら

針
しん

盤
ばん

をそなえていた。
明
ミン

代には，鄭
てい

和
わ

の７回にわたる遠
えん

征
せい

隊
たい

が南アラビア
から東アフリカまで到達した。15～16世紀初頭には，
中国とイスラーム世界を結ぶ交点として，マラッカ
王国が繁栄した。
　16世紀には，ポルトガルがインド洋に進出し，
火
か

器
き

を用いて，アデン，ホルムズ，ゴア，カリカッ
トなどの諸港を制

せい

圧
あつ

し，マラッカ王国を滅ぼし，日
本へといたった。ポルトガルは，要

よう

塞
さい

をきずき，艦
かん

隊
たい

を組んで海上ルートと商品取り引きの独
どく

占
せん

をはか
った。17世紀後半以降には，オランダやイギリス
の東インド会社がムスリムやインド人の商人から貿
易権を奪い，やがて内陸部をも支配する。多様な人々
の交流の場であったインド洋世界が，争

そう

奪
だつ

の場へと
かわっていく。

→p.108

→p.115

→p.122

→p.176

Qマラッカ　今に残るポルトガル風の街なみとマラッカ海
かい

峡
きょう

。

Qダウ船（14世紀の写本さし絵）　船乗りが三角帆
ほ

を
あやつり，さまざまな民族の乗客の顔がみえる。
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　16世紀末から，マテオ・リッチ，カスティリオーネらイエズス会

の宣
せん

教
きょう

師
し

がカトリックを広めるために中国にやってきた。皇
こう

帝
てい

たち

は彼らがもたらす天
てん

文
もん

，暦学，数学などの西洋の学術を歓
かん

迎
げい

した。

しかし，ローマ教
きょう

皇
こう

が中国の風
ふう

俗
ぞく

習慣を尊重するイエズス会の布
ふ

教
きょう

方法を異
い

端
たん

とすると（典
てん

礼
れい

問題），清はキリスト教の布教を禁止した。

1552－1610 1688－1766
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Qスエズ運
うん

河
が

の開通　この開通によ
ってヨーロッパからインドまでの航

こう

路
ろ

は，それまでの喜
き

望
ぼう

峰
ほう

をまわる航
路の３分の１に短

たん

縮
しゅく

され，以後，西
欧諸国のアジア進出が本格化するこ
とになる。

Qムハンマド・アブドゥフ（左）とエ
ジプト皇太子（右）

近代日本とエジプト

　欧米諸国と結ばれた不
ふ

平
びょう

等
どう

条
じょう

約
やく

の改正を求める明
めい

治
じ

政府は，エジプトでの領
りょう

事
じ

裁
さい

判
ばん

制度の改革を調査し，
先
せん

例
れい

として強い関心をもった。ウラービーの民族運動
がイギリスの軍事介

かい

入
にゅう

によって弾
だん

圧
あつ

されると，政治家
であり作家でもあった東

とう

海
かい

散
さん

士
し

は，セイロン島に流
る

刑
けい

にされたウラービーを訪ね，面会した。ウラービーは，
西洋人を警

けい

戒
かい

する必要を説き，東海はウラービーを主

人公とした小説をあらわし，民族運動への共感をうた
いあげた。
　日

にち

露
ろ

戦争の勝利は，トルコやエジプトの知識人に
「昇

のぼ

る太陽」として歓
かん

迎
げい

された。しかし，日本が台
たい

湾
わん

や
朝
ちょう

鮮
せん

への本格的な進出をはじめると，イギリスのエジ
プト統

とう

治
ち

は，植
しょく

民
みん

地
ち

統治の模
も

範
はん

として，称
しょう

賛
さん

されるよ
うになった。
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島を征
せい

服
ふく

し，オスマン帝国からの独立をめざして交戦したが，イギ

リスの介入によって挫
ざ

折
せつ

し，国内市場の開放をみとめた。

　地中海と紅
こう

海
かい

を結ぶスエズ運
うん

河
が

は，フランス人レセップスの指導

により，難工事のすえに完成した。運河は，エジプト王とフランス

など外国資本の共同出資により建設されたが，外
がい

国
こく

債
さい

務
む

に苦しむエ

ジプトは，スエズ運河株
かぶ

をイギリスに売
ばい

却
きゃく

した。さらに，外国債務

の返
へん

済
さい

のために，農民からの徴
ちょう

税
ぜい

が強化された。

　　　　　　　　　　エジプトでは，外国資本と結びついた王や特

権層に対する不満と批判が強まり，憲法と議

会にもとづく立
りっ

憲
けん

政
せい

を求める運動が展開された。ウラービーは，「エ

ジプト人のエジプト」というスローガンをかかげた幅
はば

広
ひろ

い運動を背
はい

景
けい

に内閣を組織し，憲法を制定した。しかし，イギリスは軍を派
は

遣
けん

し，彼を追放してエジプトを軍事占
せん

領
りょう

した。

　イランでは，19世紀前半にロシアと不平等条約が結ばれ，19世紀

後半以降，交通や鉱山など各種の利権が外国資本に譲
じょう

渡
と

された。19

世紀末に，タバコの専売権をイギリス人へ譲渡する契
けい

約
やく

が結ばれる

と，ウラマーの主導によりタバコ・ボイコット運動が広がり，政府

はこれを撤
てっ

回
かい

した。

　　　　　　　　　　ヨーロッパ諸国への政治的・経済的な従
じゅう

属
ぞく

が

強まると，ウラマーのあいだには，初期イス

ラームの思想にたちかえることで現状の革
かく

新
しん

を求める潮
ちょう

流
りゅう

が生まれ

た。18世紀にアラビア半島におこったワッハーブ派
は

の運動は，豪
ごう

族
ぞく

のサウド家の支持を得て王国をつくった。エジプトのムハンマド・

アブドゥフは，真
しん

の西洋近代文明はイスラームと矛
む

盾
じゅん

しないという

立場から，弾
だん

力
りょく

的
てき

なイスラーム法解
かい

釈
しゃく

を示した。アフガーニーは，

帝国主義に対するムスリムの抵
てい

抗
こう

と連
れん

帯
たい

を各地でよびかけ，19世紀

末のスーダンではマフディー（救
きゅう

世
せい

主
しゅ

）による教団国家が樹立された。

1840

1869

専制と立憲運動

1839－1911

1882

1891－92

イスラーム改革
思想

1849－1905

1838－97

→p.192

ヨーロッパ連合
（EU）　　
27か国

ラテンアメリカ統合連合
（ALADI）

アルゼンチン， メキシコ， ブラ
ジルなど13か国

［設立・発効年］
［1993］

タイ， マレーシア，  フィ
リピン， インドネシア，  
シンガポール，  ブルネ
イ， ベトナム，  ラオス，  
ミャンマー，  カンボジア

東南アジア諸国連合
（ASEAN） ［1967］

［1981］

アメリカ， カナダ， メキシコ

北米自由貿易協定
（NAFTA）*　［1994］

韓国， インドネシア， フィリピン， 
タイ， 中国， 台湾， 香港， パプア
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◆◆

◆◆
◆◆

◆◆◆◆
◆◆

*2020年に米国・
メキシコ・カナダ
協定（USMCA）に
かわった。

*2020年に米国・
メキシコ・カナダ
協定（USMCA）に
かわった。

日本， カナダ，メキシコ， チリ，  
ペルー， シンガポール， マレー
シア， ブルネイ， ベトナム， オ
ーストラリア， ニュージーラン
ド

環太平洋経済連携協定
（TPP11） ［2018 発効］
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21世紀を生きる私たち5
グローバル化が進む現在，貧

ひん

困
こん

や暴
ぼう

力
りょく

などの課題に世界はどのように取
り組んでいるだろう。また，私たちはどうかかわればよいのだろう。

5

10

15

20

Qファッションのグローバル化（カ
イロのブティック）　欧米のファッ
ションがイスラーム世界に浸

しん

透
とう

する
なかで，おしゃれなヴェール・ファ
ッションがインターネットを通じて
販
はん

売
ばい

されている。

Q携
けい

帯
たい

電話の原材料の輸入先　世界的に金
きん

属
ぞく

資源の需
じゅ

要
よう

が高まるなか，その安定供
きょう

給
きゅう

が大きな課題となる一方，資源の採
さい

掘
くつ

は各地で環
かん

境
きょう

破
は

壊
かい

を広げている。

E地域的経済統
とう

合
ごう

Qロンドンの回転寿司店　海外の日
本食レストランは，経営者や料理人
が多

た

国
こく

籍
せき

で，日本にないメニューを
提
てい

供
きょう

する店も多い。
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　　　　　　　　　　いま，高校生が旅行やインターネットを通じ

て海外の人々や文化と接する機会は広がって

いる。私たちは，人，もの，金，情報が国境を越えて行き来し，各

地が地球規
き

模
ぼ

で相
そう

互
ご

依
い

存
そん

関係を強めるグローバル化の時代に生きて

いる。こうした時代も，歴史の現
げん

象
しょう

なのである。

　冷
れい

戦
せん

が終
しゅう

結
けつ

した1990年代以降，ロシアと東欧諸国が市
し

場
じょう

経済のし

くみをとりいれて世界経済に参加し，経
けい

済
ざい

のグローバル化
か

は進展し

た。また欧米諸国や日本などの多
た

国
こく

籍
せき

企業の活動は世界各地におよ

び，1995年設立の世
せ

界
かい

貿
ぼう

易
えき

機
き

関
かん

（WTO）は，GATTにかわって世界

の貿易の自由化をうながした。いっぽう，EUやA
ア セ ア ン

SEANなどを通じ

て地域的な経済統
とう

合
ごう

がはかられ，環
かん

太
たい

平
へい

洋
よう

の国々も関
かん

税
ぜい

撤
てっ

廃
ぱい

のほか，

投
とう

資
し

のルールづくりにより，新たな経

済圏
けん

を形成しつつある。

　さらに高速の通信手段であるインタ

ーネットは，人々の日常生活や政治行

動をもかえただけでなく，グローバル

化を飛
ひ

躍
やく

的
てき

に加
か

速
そく

させた。しかし，

1997年のアジア通
つう

貨
か

危
き

機
き

では，巨
きょ

額
がく

の

資金が投資先から瞬
しゅん

時
じ

にひきあげられ

て，何か国もの経済がつぎつぎに破
は

綻
たん

寸
すん

前
ぜん

に追いこまれた。2008年にアメリ

加速する
グローバル化
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コンデンサー（チタン鉱石）

ノルウェー

中国

ロシア連邦

アメリカ合衆国

チリ

オーストラリア

南アフリカザンビア
ルワンダ

コンゴ民主
共和国

サウジアラビア

インドネシア
マレーシア

ブラジル

メキシコ

ペルー

カナダ

ヨーロッパ連合
（EU）　　
27か国

ラテンアメリカ統合連合
（ALADI）

アルゼンチン， メキシコ， ブラ
ジルなど13か国

［設立・発効年］
［1993］

タイ， マレーシア，  フィ
リピン， インドネシア，  
シンガポール，  ブルネ
イ， ベトナム，  ラオス，  
ミャンマー，  カンボジア

東南アジア諸国連合
（ASEAN） ［1967］

［1981］

アメリカ， カナダ， メキシコ

北米自由貿易協定
（NAFTA）*　［1994］

韓国， インドネシア， フィリピン， 
タイ， 中国， 台湾， 香港， パプア
ニューギニア， ロシア， アメリカ

アジア太平洋経済協力
（APEC） ［1989］

◆：TPP11参加国

◆◆

◆◆

◆◆

◆◆

◆◆

◆◆

◆◆
◆◆

◆◆◆◆
◆◆

*2020年に米国・
メキシコ・カナダ
協定（USMCA）に
かわった。

*2020年に米国・
メキシコ・カナダ
協定（USMCA）に
かわった。

日本， カナダ，メキシコ， チリ，  
ペルー， シンガポール， マレー
シア， ブルネイ， ベトナム， オ
ーストラリア， ニュージーラン
ド

環太平洋経済連携協定
（TPP11） ［2018 発効］

21世紀を生きる私たち5
グローバル化が進む現在，貧

ひん

困
こん

や暴
ぼう

力
りょく

などの課題に世界はどのように取
り組んでいるだろう。また，私たちはどうかかわればよいのだろう。

5

10

15

20

Qファッションのグローバル化（カ
イロのブティック）　欧米のファッ
ションがイスラーム世界に浸

しん

透
とう

する
なかで，おしゃれなヴェール・ファ
ッションがインターネットを通じて
販
はん

売
ばい

されている。

Q携
けい

帯
たい

電話の原材料の輸入先　世界的に金
きん

属
ぞく

資源の需
じゅ

要
よう

が高まるなか，その安定供
きょう

給
きゅう

が大きな課題となる一方，資源の採
さい

掘
くつ

は各地で環
かん

境
きょう

破
は

壊
かい

を広げている。

E地域的経済統
とう

合
ごう

Qロンドンの回転寿司店　海外の日
本食レストランは，経営者や料理人
が多

た

国
こく

籍
せき

で，日本にないメニューを
提
てい

供
きょう

する店も多い。

250　　第13章　戦後世界の形成と変容

　　　　　　　　　　いま，高校生が旅行やインターネットを通じ

て海外の人々や文化と接する機会は広がって

いる。私たちは，人，もの，金，情報が国境を越えて行き来し，各

地が地球規
き

模
ぼ

で相
そう

互
ご

依
い

存
そん

関係を強めるグローバル化の時代に生きて

いる。こうした時代も，歴史の現
げん

象
しょう

なのである。

　冷
れい

戦
せん

が終
しゅう

結
けつ

した1990年代以降，ロシアと東欧諸国が市
し

場
じょう

経済のし

くみをとりいれて世界経済に参加し，経
けい

済
ざい

のグローバル化
か

は進展し

た。また欧米諸国や日本などの多
た

国
こく

籍
せき

企業の活動は世界各地におよ

び，1995年設立の世
せ

界
かい

貿
ぼう

易
えき

機
き

関
かん

（WTO）は，GATTにかわって世界

の貿易の自由化をうながした。いっぽう，EUやA
ア セ ア ン

SEANなどを通じ

て地域的な経済統
とう

合
ごう

がはかられ，環
かん

太
たい

平
へい

洋
よう

の国々も関
かん

税
ぜい

撤
てっ

廃
ぱい

のほか，

投
とう

資
し

のルールづくりにより，新たな経

済圏
けん

を形成しつつある。

　さらに高速の通信手段であるインタ

ーネットは，人々の日常生活や政治行

動をもかえただけでなく，グローバル

化を飛
ひ

躍
やく

的
てき

に加
か

速
そく

させた。しかし，

1997年のアジア通
つう

貨
か

危
き

機
き

では，巨
きょ

額
がく

の

資金が投資先から瞬
しゅん

時
じ

にひきあげられ

て，何か国もの経済がつぎつぎに破
は

綻
たん

寸
すん

前
ぜん

に追いこまれた。2008年にアメリ

加速する
グローバル化
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Wマテオ・リッチ（左）と徐
じょ

光
こう

啓
けい

　明
ミン

末の官
かん

僚
りょう

徐光啓はキリス
ト教の洗

せん

礼
れい

を受け，暦学や数学などの修
しゅう

得
とく

・導入につとめた。

インド洋をめぐる世界

　インド洋は，アフリカ東岸からマレー半島まで東
西の距離で１万km以上の大海である。夏

か

季
き

には南
西から，冬

とう

季
き

には北東からモンスーン（季
き

節
せつ

風
ふう

）が吹
き，これを利用して，古代から船を交通手段として
人とものが往来し，一つの世界が形づくられてきた。
　紀元前2000年には，栽培種のバナナが東南アジ
アからアフリカに伝

でん

播
ぱ

し，前８世紀ごろにはイエメ
ンのサバ王国などが南アラビア産の香

こう

辛
しん

料
りょう

の貿易に
よって繁

はん

栄
えい

した。１世紀の『エリュトゥラー海
かい

案
あん

内
ない

記
き

』には，ギリシア人ヒッパロスがモンスーンを発
見したとあるが，それ以前から，アラブ人，ペルシ
ア人，インド人は星やモンスーンや海流の知識を使
った航

こう

海
かい

技術を発展させていた。
　８世紀にアッバース朝が成立し拡大すると，ペル
シア湾

わん

からインド洋をへて中国南部にいたる航路が
開
かい

拓
たく

され，広
こう

州
しゅう

をはじめとする港町には，アラブ人
やペルシア人などの居

きょ

留
りゅう

地
ち

が生まれた。彼らは，１
本のマストに三角形の帆

ほ

をはり，側板をヤシの縄
なわ

で
縫
ぬ

ったダウとよばれる独
どく

特
とく

の船を用いていた。13
世紀にマルコ・ポーロは，このような小型船がイン
ド洋航海に使われていることを伝えている。

　12世紀以降には，中国の商船が陶
とう

磁
じ

器
き

を積んで，
東南アジアやインド西海岸まで進出し，香辛料やサ
ンゴや象

ぞう

牙
げ

などの産物をもち帰った。彼らの使用す
る船は３，４本のマストに四角の帆をはったジャン
クとよばれる大型の船で，羅

ら

針
しん

盤
ばん

をそなえていた。
明
ミン

代には，鄭
てい

和
わ

の７回にわたる遠
えん

征
せい

隊
たい

が南アラビア
から東アフリカまで到達した。15～16世紀初頭には，
中国とイスラーム世界を結ぶ交点として，マラッカ
王国が繁栄した。
　16世紀には，ポルトガルがインド洋に進出し，
火
か

器
き

を用いて，アデン，ホルムズ，ゴア，カリカッ
トなどの諸港を制

せい

圧
あつ

し，マラッカ王国を滅ぼし，日
本へといたった。ポルトガルは，要

よう

塞
さい

をきずき，艦
かん

隊
たい

を組んで海上ルートと商品取り引きの独
どく

占
せん

をはか
った。17世紀後半以降には，オランダやイギリス
の東インド会社がムスリムやインド人の商人から貿
易権を奪い，やがて内陸部をも支配する。多様な人々
の交流の場であったインド洋世界が，争

そう

奪
だつ

の場へと
かわっていく。

→p.108

→p.115

→p.122

→p.176

Qマラッカ　今に残るポルトガル風の街なみとマラッカ海
かい

峡
きょう

。

Qダウ船（13世紀の写本さし絵）　船乗りが三角帆
ほ

を
あやつり，さまざまな民族の乗客の顔がみえる。

5

 119

　16世紀末から，マテオ・リッチ，カスティリオーネらイエズス会

の宣
せん

教
きょう

師
し

がカトリックを広めるために中国にやってきた。皇
こう

帝
てい

たち

は彼らがもたらす天
てん

文
もん

，暦学，数学などの西洋の学術を歓
かん

迎
げい

した。

しかし，ローマ教
きょう

皇
こう

が中国の風
ふう

俗
ぞく

習慣を尊重するイエズス会の布
ふ

教
きょう

方法を異
い

端
たん

とすると（典
てん

礼
れい

問題），清はキリスト教の布教を禁止した。

1552－1610 1688－1766
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Qスエズ運
うん

河
が

の開通　この開通によ
ってヨーロッパからインドまでの航

こう

路
ろ

は，それまでの喜
き

望
ぼう

峰
ほう

をまわる航
路の３分の１以上の日数が短

たん

縮
しゅく

され，
以後，西欧諸国のアジア進出が本格
化することになる。

Qムハンマド・アブドゥフ（左）とエ
ジプト皇太子（右）

近代日本とエジプト

　欧米諸国と結ばれた不
ふ

平
びょう

等
どう

条
じょう

約
やく

の改正を求める明
めい

治
じ

政府は，エジプトでの領
りょう

事
じ

裁
さい

判
ばん

制度の改革を調査し，
先
せん

例
れい

として強い関心をもった。ウラービーの民族運動
がイギリスの軍事介

かい

入
にゅう

によって弾
だん

圧
あつ

されると，政治家
であり作家でもあった東

とう

海
かい

散
さん

士
し

は，セイロン島に流
る

刑
けい

にされたウラービーを訪ね，面会した。ウラービーは，
西洋人を警

けい

戒
かい

する必要を説き，東海はウラービーを主

人公とした小説をあらわし，民族運動への共感をうた
いあげた。
　日

にち

露
ろ

戦争の勝利は，トルコやエジプトの知識人に
「昇

のぼ

る太陽」として歓
かん

迎
げい

された。しかし，日本が台
たい

湾
わん

や
朝
ちょう

鮮
せん

への本格的な進出をはじめると，イギリスのエジ
プト統

とう

治
ち

は，植
しょく

民
みん

地
ち

統治の模
も

範
はん

として，称
しょう

賛
さん

されるよ
うになった。
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島を征
せい

服
ふく

し，オスマン帝国からの独立をめざして交戦したが，イギ

リスの介入によって挫
ざ

折
せつ

し，国内市場の開放をみとめた。

　地中海と紅
こう

海
かい

を結ぶスエズ運
うん

河
が

は，フランス人レセップスの指導

により，難工事のすえに完成した。運河は，エジプト王とフランス

など外国資本の共同出資により建設されたが，外
がい

国
こく

債
さい

務
む

に苦しむエ

ジプトは，スエズ運河株
かぶ

をイギリスに売
ばい

却
きゃく

した。さらに，外国債務

の返
へん

済
さい

のために，農民からの徴
ちょう

税
ぜい

が強化された。

　　　　　　　　　　エジプトでは，外国資本と結びついた王や特

権層に対する不満と批判が強まり，憲法と議

会にもとづく立
りっ

憲
けん

政
せい

を求める運動が展開された。ウラービーは，「エ

ジプト人のエジプト」というスローガンをかかげた幅
はば

広
ひろ

い運動を背
はい

景
けい

に内閣を組織し，憲法を制定した。しかし，イギリスは軍を派
は

遣
けん

し，彼を追放してエジプトを軍事占
せん

領
りょう

した。

　イランでは，19世紀前半にロシアと不平等条約が結ばれ，19世紀

後半以降，交通や鉱山など各種の利権が外国資本に譲
じょう

渡
と

された。19

世紀末に，タバコの専売権をイギリス人へ譲渡する契
けい

約
やく

が結ばれる

と，ウラマーの主導によりタバコ・ボイコット運動が広がり，政府

はこれを撤
てっ

回
かい

した。

　　　　　　　　　　ヨーロッパ諸国への政治的・経済的な従
じゅう

属
ぞく

が

強まると，ウラマーのあいだには，初期イス

ラームの思想にたちかえることで現状の革
かく

新
しん

を求める潮
ちょう

流
りゅう

が生まれ

た。18世紀にアラビア半島におこったワッハーブ派
は

の運動は，豪
ごう

族
ぞく

のサウド家の支持を得て王国をつくった。エジプトのムハンマド・

アブドゥフは，真
しん

の西洋近代文明はイスラームと矛
む

盾
じゅん

しないという

立場から，弾
だん

力
りょく

的
てき

なイスラーム法解
かい

釈
しゃく

を示した。アフガーニーは，

帝国主義に対するムスリムの抵
てい

抗
こう

と連
れん

帯
たい

を各地でよびかけ，19世紀

末のスーダンではマフディー（救
きゅう

世
せい

主
しゅ

）による教団国家が樹立された。

1840

1869

専制と立憲運動

1839－1911

1882

1891－92

イスラーム改革
思想

1849－1905

1838－97

→p.192
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